














広報にしおこっぺ （8）

12 月のニュースレター
もう 12 月ですね！ ベンと私が西興部に来てから、す
でに 4か月近くが経ったなんて信じられません。時が経
つのは本当に早いです。8月に来てからこれまでに、たく
さんの楽しいことや素晴らしい経験をしてきました。秋
の週末には、北海道北部を車であちこち巡り、日帰りで
行ける場所をたくさん訪れました。札幌から西側へ、北
海道の最北端・宗谷岬を経由して、東の網走まで足を伸
ばしました。また、北見の大きなからくり時計塔など、
素敵な博物館や道の駅にもたくさん行きました。道の駅
には、必ず立ち寄って、その土地ならではの食べ物やお
土産、観光スポットを楽しみました。札幌に行ったとき
には、小樽の道の駅で車中泊までしました。北海道の車
中泊文化がとても気に入っていて、来年の夏にはもっと
たくさんの場所で車中泊をしようと計画しています。

旅行のハイライト
北海道を旅行した中で、印象的な場所がたくさんあり
ました。紋別の流氷科学センターでは、氷の中に閉じ込
められた海の生き物たちを見ることができ、網走監獄も
とても興味深くて、おすすめする場所の一つです。硫黄
山や旭岳の蒸気噴出口も訪れました。ベンは蒸気でゆで
られた卵を食べましたが、私はゆで卵が苦手なのでパス
しました。美深ではチョウザメに餌をやり、その不思議
な見た目に笑いました。（ナマズとサメの中間のようでし
た）旭山動物園ではキリンと目を合わせることができま
した。能取湖では、数百羽の白鳥が泳ぎ、鳴き交わして
いるのを観察しました。さらに、北海道北部の農地では
数え切れないほどの白鳥が飛来していました。ある日、
車で走っていると、丹頂鶴が飛んでいるのを発見し、追
いかけて観察しました。最終的に耕された畑に降り立
ち、そこには 5羽の丹頂鶴がいました。私は感激しまし
た！ 以前アラスカの水鳥保護区で働いており、その頃の
「主役」はツルだったからです。日本の丹頂鶴は体が大き
く、アラスカのツルの約 2倍の大きさに感じました。

ALT講師の滞在記ALT講師の滞在記
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近所の探索
西興部の近くでは、パンケの滝を訪れました。とても立派な看板
と舗装された道路にだまされて、車を走らせると、途中から道が狭
くなり、舗装がなくなり、泥道になってしまいました。それでも滝
を見たくて、車を降りて最後の約 1キロを歩きました。その途中で、
大きな熊の糞を発見しましたが、滝の美しさはそれだけの価値があ
りました！ 秋の鮮やかな紅葉に囲まれた滝は、まさに絶景でした。
アラスカのジュノーでは、木々の多くが針葉樹で、秋といえばただ
の雨と茶色い葉が思い浮かびます。それに比べて、北海道の秋は本
当に素晴らしいものでした。

これからの予定
日が短くなり、冬が訪れるにつれて、西興部周辺での活動が増え
てきました。10 月のハロウィンイベントではゲームを手伝い、文化
祭では手作り工作を実施しました。ミニバレーボール大会にも参加
しましたが、技術はまだまだです。月曜日と木曜日の夜には初心者
向け英会話教室を始めました。また、地元のレストランにも少しず
つ挑戦しています。先日は、木夢のイベントで苔テラリウムを作り、
自然観察を楽しみました。その際に慎重に「イチイ」の実を味見し
ました（種は毒なので注意！）。散歩中に見たリスの忙しそうな姿も
印象的で、ジュノーのリスの 2倍くらい大きかったです。

冬の訪れ
窓の外には週末に降った雪が積もり、もう春まで解けないような
気がします。アラスカからクロスカントリースキーとノルディック
スケートを持ってきたので、それを試すのが楽しみです。ベンと私
は日本でのクリスマスとお正月を楽しみにしており、クリスマスケ
ーキとフライドチキンを注文する予定です。これからも新しい冒険
を楽しみながら、皆さんの温かいサポートに感謝しています。次の
数ヶ月がどんなものになるのか、ワクワクしています。
皆さん、素敵なクリスマスと新年をお迎えください！

　令和 6年 10 月 5 日㈯にオホーツク楽器工業㈱と共催で東興の村有林内にシナノキ 500 本を植栽
する「シナノキ植樹祭」を予定しておりましたが、前日からの雨天により植樹祭を中止としました。
　後日、オホーツク中央森林組合により 500 本　0.2ha の植樹を行いました。
　この事業は、令和 3年度から行っており、ギターの原材料となるシナノキを植樹し、将来の地産
地消を目指すとともに森林の普及啓発活動として、森林環境譲与税を活用して行っております。

第4回 未来につなごう！第4回 未来につなごう！
西興部村シナノキ植樹西興部村シナノキ植樹
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上興部上興部　　稲稲
いないな

葉葉
ばば

　　菜菜
なな

月月
つきつき

  ちゃんちゃん

西興部西興部　　谷谷
たにたに

口口
ぐちぐち

　　夏夏
かえでか え で

楓楓  くんくん

西興部西興部　　鷲鷲
わしわし

野野
のの

　　陽陽
ひなたひ な た

葵葵  ちゃんちゃん

ドミノドミノ
コロコロコロコロガラガラガラガラ

身長計身長計

夢夢のお
くりもののおくりもの

　「夢のおくりもの」事業は、新生児の誕生を祝い、
木のぬくもりを感じながら健やかな成長を願うもので、

平成 25年度からスタートし、これまでに 69個を贈呈しました。
　令和 6年 2月から令和 7年 1月までに出生した
3人の赤ちゃんには、村長から夢のおくりものとして

ガラガラなどが手渡されました。
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免
疫
力
を
高
め
て 

冬
を
乗
り
こ
え
よ
う
！

冬
は
感
染
症
が
流
行
し
や
す

く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
な

ど
が
心
配
に
な
る
季
節
で
す
ね
。

今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
か

ら
、
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
て
い

る
「
免
疫
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

【
免
疫
と
は
】

免
疫
と
は
、
身
体
に
入
っ
て
き

た
病
原
体
を
攻
撃
し
、
身
体
を
守

る
防
御
機
能
の
こ
と
で
す
。
だ
液

や
粘
膜
、
腸
内
細
菌
な
ど
生
ま
れ

な
が
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
「
自
然

免
疫
」
と
、
侵
入
し
て
き
た
病
原

体
を
記
憶
し
、
再
度
侵
入
し
て
き

た
場
合
に
迅
速
に
対
処
す
る
「
獲

得
免
疫
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。
免
疫
力
が
下
が
る
と
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
風

邪
症
状
が
治
り
に
く
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

【
な
ぜ
免
疫
が
下
が
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
？
】

①
冬
の
気
候

冬
は
気
温
が
低
い
た
め
、
体
温

の
低
下
や
疲
労
の
蓄
積
が
起
こ
り

や
す
く
、
そ
の
影
響
で
免
疫
が
低

下
し
ま
す
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥

す
る
こ
と
で
、
自
然
免
疫
で
あ
る

鼻
や
の
ど
の
粘
膜
も
乾
燥
し
、
免

疫
力
が
弱
ま
り
ま
す
。

②
加
齢

免
疫
力
は
思
春
期
に
ピ
ー
ク
と

な
り
、
20
代
か
ら
徐
々
に
低
下
し

て
い
き
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
40
代
で
ピ
ー
ク
時
の
半
分

ま
で
低
下
す
る
人
も
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

③
偏
っ
た
食
事
や
不
規
則
な
生
活

習
慣

免
疫
と
し
て
働
く
細
胞
は
、
タ

ン
パ
ク
質
な
ど
の
栄
養
素
か
ら
で

き
て
い
る
た
め
、
栄
養
素
の
不
足

が
免
疫
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
食
べ
過
ぎ
は
腸
内
環
境
が

悪
化
し
、
自
然
免
疫
の
腸
内
細
菌

の
働
き
が
弱
く
な
り
ま
す
。

不
規
則
な
生
活
習
慣
、
睡
眠
不

足
や
過
度
な
ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力

の
低
下
を
招
き
ま
す
。

【
免
疫
を
上
げ
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
】

①
病
原
体
を
身
体
に
入
れ
さ
せ
な
い

手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底
し
て

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
保
温
・
保
湿

暖
房
を
つ
け
た
り
、

暖
か
い
飲
み
物
を

飲
ん
だ
り
し
て
身
体

を
温
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
水
分
摂
取
や
う
が
い
、
マ
ス

ク
の
着
用
で
保
湿
を
行
い
、
加
湿

器
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
用
い
て
部
屋

を
加
湿
す
る
こ
と
で
、
乾
燥
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

③
適
切
な
食
事
・
運
動

タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取

す
る
こ
と
で
強
い
身
体
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
動
す
る
こ

と
は
体
温
上
昇
や
肥
満
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
室
内
で
で
き
る
簡

単
な
運
動
や
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
身
体
を
動
か
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

④
休
息

十
分
な
休
息
を
と
る
こ
と
や
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
笑
顔
が
免
疫
力
を
上

げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
し
て
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
免
疫
力
を
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�
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保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
、
村
内
の
お
子
さ
ん
た
ち
の

成
長
を
、
ご
家
庭
の
皆
様
と
共
に
支
え
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
は
、
１
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
生

活
の
流
れ
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

〇
お
は
よ
う
！

カ
ー
テ
ン
を
開
け

て
朝
日
を
浴
び
ま
し

ょ
う
。
す
っ
き
り
目
が
覚
め
た
ら
、
お

む
つ
交
換
、
ま
た
は
ト
イ
レ
で
排
泄
、

そ
し
て
衣
服
に
着
替
え
ま
し
ょ
う
。

顔
を
洗
っ
て
、
ま
た
は
拭
い
て
、
綺

麗
に
な
っ
た
ら
朝
ご
飯
。

〇 

午
前
中
は
お
日
様
の
下

　
で
、
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
！

眠
く
な
る
前
に
お
散
歩
。
歩
け
る
お

子
さ
ん
は
、
自
分
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

帰
っ
て
き
た
ら
、
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ

ー
ク
ま
た
は
手
づ
か
み
で
お
昼
ご
飯
。

遊
び
疲
れ
て
寝
て
し
ま
っ
た
ら
、
起

き
て
か
ら
お
昼
ご
飯
。

〇
昼
食
後
は
、
親
子
で
ゴ
ロ
ン
！

寝
な
が
ら
絵
本
を
１
冊
読
み
、
お
昼

寝
。
子
ど
も
の
脳
は
、
昼
寝
を
す
る
こ

と
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
そ
う
で
す
よ
。

〇
昼
寝
か
ら
目
覚
め
た
ら
…
…

15
時
ま
で
に
目
覚
め
る

と
、
夜
の
眠
り
に
響
か
な
い
そ
う
で
す
。

自
然
に
眠
り
か
ら
覚
め
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
、
起
こ
す
よ
り
生
活
音
や
空

気
の
入
れ
替
え
で
、
自
ら
目
覚
め
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。

〇
食
事
は
親
も
一
緒
に
！

食
事
は
で
き
る
だ
け
親
も
着
席
し

て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

パ
パ
や
マ
マ
が
美
味
し
そ
う
に
食
べ

る
こ
と
で
、
食
べ
る
気
持
ち
に
な
り
、

上
手
な
食
べ
方
を
学
び
ま
す
。
食
事
の

集
中
力
は
約
15
分
。
遊
び
だ
し
た
ら
確

認
し
、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
し
て
、

切
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

〇
お
布
団
へ
〜
消
灯
！

歯
磨
き
＋
大
人
の
仕
上
げ
、
排
泄
、

お
着
替
え
を
済
ま
せ
た
ら
、
子
ど
も
が

選
ん
だ
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
、
終
わ
っ

た
ら
消
灯
。『
大
好
き
』
と
抱
き
し
め

な
が
ら
眠
り
に
つ
か
せ
て
あ
げ
る
と
い

い
で
す
ね
。

　

○
開
館
日

　
　

月
〜
金
曜
日
（ 

土
・
日
・

　
　

年
末
・
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
10
月
〜
３
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
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人のうごき
（12月 31日現在）

〔9月 30日対比〕

人　　口	 　　９５６人	（＋ 1人）
　 男 	 ４８６人	（＋ 2人）
　 女 	 ４７０人	（－ 1人）
世 帯 数	 ６３９戸	（＋ 6戸）

こ
の
度
、
谷
口
和
美
氏
が
令
和
６
年
度
森
と
人
を
育
て
る
コ
ン

ク
ー
ル
森
林
所
有
者
部
門
（
ト
ド
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
部
）

に
て
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
去
る
12
月
９
日
に
役
場
庁
舎
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
森
と
緑
の
会
、

一
般
社
団
法
人
北
海
道
造
林
協
会
、
北
海
道
森
林
組
合
連
合
会
、

北
海
道
か
ら
な
る
「
森
と
人
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
」

に
よ
り
主
催
さ
れ
、
森
林
所
有
者
部
門
に
お
け
る
表
彰
は
、
森
林

経
営
計
画
の
も
と
、
森
林
の
適
切
な
管
理
と
育
成
に
よ
り
、
地
域

の
模
範
事
例
と
認
め
ら
れ
た
林
分
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
谷
口
和
美
氏
が
上
藻
地
区
に
所
有
す
る
林
分
の
管
理
と

育
成
の
実
績
を
認
め
ら
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
田
村
高
志
氏
が
令
和
６
年
11
月
３
日
付
け
で
旭
日
双
光
章
に
浴
さ

れ
、
去
る
12
月
17
日
、
菊
池
村
長
よ
り
勲
記
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
村
高
志
氏
は
平
成
７
年
５
月
に
地
域
住
民
に
推
さ
れ
て
西
興
部
村
議
会
議

員
に
初
当
選
以
来
、
令
和
５
年
４
月
ま
で
の
７
期
28
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
こ
の
間
、
副
議
長
を
８
年
、
議
長
を
１
年
10
ヶ
月
歴
任
し
高
邁
な
政
治
信

念
と
豊
富
な
経
験
を
も
っ
て
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

田
村
高
志

田
村
高
志
氏
が
氏
が

　　
｢｢

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章｣｣

をを

  

受
章
さ
れ
ま
し
た

受
章
さ
れ
ま
し
た

谷口和美谷口和美氏が氏が
  森と人を育てる森と人を育てるコンクールにてコンクールにて表彰されました表彰されました


